
編　集　後　記
マツダは環境理念として，「クルマづくりにおいて自然との調和を図りながら，地球環境の保護と豊かな社会作り

に挑戦し続ける」ことをあげています。そして同時に，“Zoom-Zoom”のブランドメッセージにのせて「子供のとき
に誰もが感じた動くことへの感動」をお客様へ提供できる商品を開発してきました。
これらのメッセージをこのマツダブランドDNAを体現した商品が，アテンザ，デミオ，をはじめとする新型車で

す。そして今年は新しく進化したロータリエンジンをのせた新型車RX-8がデビューしました。他のクルマとは一線
を画す独特のロータリ・フィーリングは，お客様へ走ることの新しい価値を提供できるものと期待しています。環
境性能も，最新規制以上の排出ガスレベルの達成，スポーツカーで初めてLEV-¿ Evapo規制に適合する等，世界最
高水準のものにすることができました。
走ることは人間の根源的な喜びであり，人類の進歩，豊かな社会を作ってきた歴史そのものです。みんなが子供

であったころのクルマへの憧れ，夢を提供できる企業でありたい。同時に，緑の地球を守る企業でありたい。この
メッセージを技術を通じての形でお客様へお伝えし提供すること，これが私たちの願いです。
今回のマツダ技報21号では，RX-8，デミオに搭載した最新の技術を特集で取り上げ，より深くマツダのメッセー

ジを伝えたいという主旨で編集を進めさせていただきました。原稿作成時期と開発繁忙期が重なり，多くの方に無
理なお願いをしましたが，技術を伝えることの重要性をご理解いただき快く引き受けていただけました。この場を
借りてご尽力いただいた関係者の方々に謝意を表します。また，本誌は今号よりサイズがB5からA4へ大きく見やす
くなり，表紙のデザインも一新されました。外見も内容も充実しました本誌を，多くのお客様に読んでいただける
ことを祈念してやみません。

（原田靖裕）
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